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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが携行可能な携帯機と、車両に搭載された車両側ユニットとを備え、前記車両側
ユニットから車両周辺の所定範囲に送信される要求信号に応答して、前記携帯機が応答信
号を送信する双方向通信を複数回行い、前記車両側ユニットが、前記携帯機から受信した
応答信号に含まれる識別コードを予め登録してある登録コードと照合し、その照合が成立
したとの照合結果が得られたことを条件として、車載機の制御を行なう車載機制御システ
ムであって、
　前記車両側ユニットは、
　前記携帯機に対して前記要求信号を送信する車両側送信手段と、
　前記携帯機からの前記応答信号を受信する車両側受信手段と、
　前記車両側受信手段にて前記応答信号を受信すると、前記車両側送信手段に対して、予
め設定された前記車両側ユニットに固有な送信間隔で前記要求信号を送信することを指示
する車両側制御手段と、
　前記携帯機は、電池から電源供給されて動作するものであり、
　前記車両側ユニットからの前記要求信号を受信する携帯機側受信手段と、
　前記車両側ユニットに対して前記応答信号を送信する携帯機側送信手段と、
　前記車両側ユニットにおける前記送信間隔を記憶しておく携帯機側記憶手段と、
　前記携帯機側受信手段にて前記要求信号を受信すると、前記携帯機側送信手段に対して
前記応答信号の送信を指示するとともに、前記携帯機側記憶手段に記憶された前記送信間
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隔に応じて、前記携帯機側受信手段に対して次の前記要求信号が送信されるタイミングで
受信可能状態となるように指示する携帯機側制御手段と、を備えることを特徴とする車載
機制御システム。
【請求項２】
　前記車両側送信手段は、前記要求信号として、所定時間毎に前記携帯機の起動を要求す
る起動要求信号を送信するものであり、
　前記携帯機側制御手段は、前記車両側送信手段からの前記起動要求信号を受信待ちして
いる場合は低消費電力モードであるスリープ状態であり、前記携帯機側制御手段にて前記
起動要求信号を受信すると起動してアクティブ状態に移行して、前記携帯機側送信手段に
対して、前記応答信号として起動したことを示す起動応答信号の送信を指示するとともに
、前記携帯機側記憶手段に記憶された前記送信間隔に応じて、前記携帯機側受信手段に対
して前記要求信号が送信されるタイミングで受信可能状態となるように指示し、
　前記車両側制御手段は、前記車両側受信手段にて前記起動応答信号を受信すると、前記
車両側送信手段に対して、予め設定された前記車両側ユニットの固有の前記送信間隔で、
前記要求信号として前記識別コードを含む前記応答信号の送信を要求する識別コード要求
信号を送信することを指示し、
　前記携帯機側送信手段は、前記識別コード要求信号が送信されるタイミングで前記携帯
機側受信手段にて受信した当該識別コード要求信号に応答して、前記車両側ユニットに対
して識別コードを含む前記応答信号を送信することを特徴とする請求項１に記載の車載機
制御システム。
【請求項３】
　前記車両側ユニットは、車両ドアの施錠及び開錠を行う車両ドアロック手段を前記車載
機として制御する車両ドアロック制御手段を備えるものであり、
　前記車両ドアロック制御手段は、前記車両側受信手段にて受信した前記応答信号に含ま
れる識別コードを予め登録してある登録コードと照合し、その照合が成立したとの照合結
果が得られたことを条件として、前記車両ドアロック手段を開錠制御することを特徴とす
る請求項１又は２に記載の車載機制御システム。
【請求項４】
　前記車両側ユニットは、
　ユーザが車両に対して所定の動作を行ったことを検出する動作検出手段と、
　前記動作検出手段にてユーザが車両に対して所定の動作を行ったことが検出された動作
時刻を取得する動作時刻取得手段と、
　前記動作時刻取得手段にて取得した動作時刻に基づいて前記送信間隔を設定するととも
に、設定した前記送信間隔を前記携帯機に送信する設定手段と、を備えることを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれか一項に記載の車載機制御システム。
【請求項５】
　前記設定手段は、前記動作時刻取得手段にて取得した動作時刻と、前記車両側ユニット
が搭載されている車両に固有な情報とに基づいて前記送信間隔を設定することを特徴とす
る請求項４に記載の車載機制御システム。
【請求項６】
　前記車両側ユニットは、
　前記動作検出手段として、ユーザが車両から降車したことを検出する降車検出手段と、
　前記動作時刻取得手段として、前記降車検出手段にてユーザが車両から降車したことが
検出された降車時刻を取得する降車時刻取得手段と、を備え、
　前記設定手段は、前記降車時刻取得手段にて取得した降車時刻に基づいて前記送信間隔
を設定するとともに、設定した前記送信間隔を前記携帯機に送信することを特徴とする請
求項４又は５に記載の車載機制御システム。
【請求項７】
　前記車両側ユニットは、
　前記動作検出手段として、ユーザが車両に乗車したことを検出する乗車検出手段と、
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　前記動作時刻取得手段として、前記乗車検出手段にてユーザが車両に乗車したことが検
出された乗車時刻を取得する乗車時刻取得手段と、を備え、
　前記設定手段は、前記乗車時刻取得手段にて取得した乗車時刻に基づいて前記送信間隔
を設定するとともに、設定した前記送信間隔を前記携帯機に送信することを特徴とする請
求項４又は５に記載の車載機制御システム。
【請求項８】
　前記車両側ユニットは、
　前記動作検出手段として、ユーザが車両に搭載された車載機に対して操作を行ったこと
を検出する操作検出手段と、
　前記動作時刻取得手段として、前記操作検出手段にてユーザが前記車載機に対して操作
を行ったことが検出された操作時刻を取得する操作時刻取得手段と、を備え、
　前記設定手段は、前記操作時刻取得手段にて取得した操作時刻に基づいて前記送信間隔
を設定するとともに、設定した前記送信間隔を前記携帯機に送信することを特徴とする請
求項４又は５に記載の車載機制御システム。
【請求項９】
　前記送信間隔は、前記車両側ユニットが搭載されている車両に固有な情報に基づいて予
め設定されるとともに、前記携帯機側記憶手段に記憶されることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか一項に記載の車載機制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザが携行可能な携帯機と、車両に搭載されるものであり携帯機と無線に
て通信可能な車両側ユニットとを備え、車両側ユニットが、携帯機との双方向通信により
取得したＩＤコードの照合を行い、その照合結果に基づいて、車載機を制御する車載機制
御システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車載機制御システムの一例として、特許文献１に開示された車両用遠隔施解錠制
御装置があった。
【０００３】
　この車両用遠隔施解錠制御装置は、携帯機により車両のドアロックを遠隔施解錠する際
に、自車両の携帯機が、自車両の要求信号の送信有効範囲（以下、検知エリアとも称する
）と、他車両の要求信号の送信有効範囲の重複範囲に存在している場合の相互干渉を回避
するためのものである。具体的には、車両に搭載されている制御装置が、要求信号の送信
毎に間欠送信間隔Ｔｉを変化させるものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１１３６０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の車両用遠隔施解錠制御装置においては、要求信号の送信毎に間欠
送信間隔Ｔｉを変化させるものに過ぎない。従って、携帯機は、自車両からの要求信号よ
りも先に、他車両からの要求信号に応答して応答信号を送信し続ける可能性がある。よっ
て、本来不要な応答信号を送信する事になり、携帯機の電池消耗が増大するという問題が
ある。
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、他車両（他車両に搭載された車両側
ユニット）から送信された要求信号に応答することを抑制し、携帯機の電池消耗を抑制す
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ることができる車載機制御システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために請求項１に記載の車載機制御システムは、ユーザが携行可能
な携帯機と、車両に搭載された車両側ユニットとを備え、車両側ユニットから車両周辺の
所定範囲に送信される要求信号に応答して、携帯機が応答信号を送信する双方向通信を複
数回行い、車両側ユニットが、携帯機から受信した応答信号に含まれる識別コードを予め
登録してある登録コードと照合し、その照合が成立したとの照合結果が得られたことを条
件として、車載機の制御を行なうものであって、
　車両側ユニットは、
　携帯機に対して要求信号を送信する車両側送信手段と、
　携帯機からの応答信号を受信する車両側受信手段と、
　車両側受信手段にて応答信号を受信すると、車両側送信手段に対して、予め設定された
車両側ユニットに固有な送信間隔で要求信号を送信することを指示する車両側制御手段と
、
　携帯機は、電池から電源供給されて動作するものであり、
　車両側ユニットからの要求信号を受信する携帯機側受信手段と、
　車両側ユニットに対して応答信号を送信する携帯機側送信手段と、
　車両側ユニットにおける送信間隔を記憶しておく携帯機側記憶手段と、
　携帯機側受信手段にて要求信号を受信すると、携帯機側送信手段に対して応答信号の送
信を指示するとともに、携帯機側記憶手段に記憶された送信間隔に応じて、携帯機側受信
手段に対して次の要求信号が送信されるタイミングで受信可能状態となるように指示する
携帯機側制御手段と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　このように、車両側ユニットは、応答信号を受信すると、予め設定された車両側ユニッ
トに固有な送信間隔で要求信号を送信する。また、携帯機は、要求信号を受信すると、車
両側ユニットに固有な送信間隔で要求信号が送信されるタイミングで受信可能状態とする
。よって、携帯機は、自車両の車両側ユニットから送信された要求信号のみを受信するこ
とができる。従って、複数の車両に搭載された車両側ユニットにおける検知エリアが重複
した領域に携帯機があった場合でも、他車両に搭載された車両側ユニットから送信された
要求信号の受信を低減できる。つまり、他車両に搭載された車両側ユニットから送信され
た要求信号を一度は受信したとしても、それ以降に他車両に搭載された車両側ユニットか
ら送信された要求信号を受信することを低減できる。よって、他車両に搭載された車両側
ユニットから送信された要求信号に応答して応答信号を送信することを低減できるので、
携帯機の電池消耗を抑制することができる。
【０００９】
　具体的には、請求項２に示すように、車両側送信手段は、要求信号として、所定時間毎
に携帯機の起動を要求する起動要求信号を送信するものであり、
　携帯機側制御手段は、車両側送信手段からの起動要求信号を受信待ちしている場合は低
消費電力モードであるスリープ状態であり、携帯機側制御手段にて起動要求信号を受信す
ると起動してアクティブ状態に移行して、携帯機側送信手段に対して、応答信号として起
動したことを示す起動応答信号の送信を指示するとともに、携帯機側記憶手段に記憶され
た送信間隔に応じて、携帯機側受信手段に対して要求信号が送信されるタイミングで受信
可能状態となるように指示し、
　車両側制御手段は、車両側受信手段にて起動応答信号を受信すると、車両側送信手段に
対して、予め設定された車両側ユニットの固有の送信間隔で、要求信号として識別コード
を含む応答信号の送信を要求する識別コード要求信号を送信することを指示し、
　携帯機側送信手段は、識別コード要求信号が送信されるタイミングで携帯機側受信手段
にて受信した識別コード要求信号に応答して、車両側ユニットに対して識別コードを含む
前記応答信号を送信するようにしてもよい。
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【００１０】
　また、このように、携帯機は、車両側送信手段からの起動要求信号を受信待ちしている
場合は低消費電力モードであるスリープ状態であり、携帯機側制御手段にて起動要求信号
を受信すると起動することによって、より一層電池消耗を抑制することができる。
【００１１】
　また、車載機としては、例えば、車両ドアの施錠及び開錠を行う車両ドアロック手段を
採用することができる。この場合、請求項３に示すように、車両側ユニットは、車両ドア
の施錠及び開錠を行う車両ドアロック手段を車載機として制御する車両ドアロック制御手
段を備えるものであり、
　車両ドアロック制御手段は、車両側受信手段にて受信した応答信号に含まれる識別コー
ドを予め登録してある登録コードと照合し、その照合が成立したとの照合結果が得られた
ことを条件として、車両ドアロック手段を開錠制御するようにしてもよい。
【００１２】
　このようにすることによって、携帯機と車両側ユニットとの双方向通信によって、車両
ドアを開錠することができる。
【００１３】
　また、請求項４に示すように、車両側ユニットは、ユーザが車両に対して所定の動作を
行ったことを検出する動作検出手段と、動作検出手段にてユーザが車両に対して所定の動
作を行ったことが検出された動作時刻を取得する動作時刻取得手段と、動作時刻取得手段
にて取得した動作時刻に基づいて送信間隔を設定するとともに、設定した送信間隔を携帯
機に送信する設定手段と、を備えるようにしてもよい。
【００１４】
　複数の車両において、ユーザが車両に対して動作を行う時刻は異なる場合が多い。よっ
て、請求項４に示すように、動作時刻に基づいて送信間隔を設定することによって、他車
両に搭載された車両側ユニットと異なる送信間隔を設定することができる。また、設定し
た送信間隔を携帯機に送信することで、携帯機では、この送信間隔を知ることができる。
【００１５】
　また、請求項５設定手段は、動作時刻取得手段にて取得した動作時刻と、車両側ユニッ
トが搭載されている車両に固有な情報とに基づいて送信間隔を設定するようにしてもよい
。車両に固有の情報に関しても、他車両と同じになることはない。よって、このように動
作時刻と車両に固有な情報とに基づいて送信間隔を設定することによって、送信間隔が他
車両に搭載された車両側ユニットと一致することをより一層低減することができる。
【００１６】
　なお、上述のユーザが車両に対して行う所定の動作としては、例えば、車両からの降車
、車両への乗車、車載機（エアコンやカーナビゲーション装置やイグニッションスイッチ
など）などの操作をあげることができる。
【００１７】
　よって、例えば、請求項６に示すように、車両側ユニットは、動作検出手段として、ユ
ーザが車両から降車したことを検出する降車検出手段と、動作時刻取得手段として、降車
検出手段にてユーザが車両から降車したことが検出された降車時刻（動作時刻としての降
車時刻）を取得する降車時刻取得手段と、を備え、設定手段は、降車時刻取得手段にて取
得した降車時刻に基づいて送信間隔を設定するとともに、設定した送信間隔を携帯機に送
信するようにしてもよい。
【００１８】
　複数の車両において、ユーザが車両から降車する時刻は異なる場合が多い。よって、請
求項６に示すように、降車時刻に基づいて送信間隔を設定することによって、他車両に搭
載された車両側ユニットと異なる送信間隔を設定することができる。また、設定した送信
間隔を携帯機に送信することで、携帯機では、この送信間隔を知ることができる。
【００１９】
　また、請求項７に示すように、車両側ユニットは、動作検出手段として、ユーザが車両
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に乗車したことを検出する乗車検出手段と、動作時刻取得手段として、乗車検出手段にて
ユーザが車両に乗車したことが検出された乗車時刻（動作時刻としての乗車時刻）を取得
する乗車時刻取得手段と、を備え、設定手段は、乗車時刻取得手段にて取得した乗車時刻
に基づいて送信間隔を設定するとともに、設定した送信間隔を携帯機に送信するようにし
てもよい。
【００２０】
　複数の車両において、ユーザが車両に乗車する時刻は異なる場合が多い。よって、請求
項７に示すように、乗車時刻に基づいて送信間隔を設定することによって、他車両に搭載
された車両側ユニットと異なる送信間隔を設定することができる。また、設定した送信間
隔を携帯機に送信することで、携帯機では、この送信間隔を知ることができる。
【００２１】
　また、請求項８に示すように、車両側ユニットは、動作検出手段として、ユーザが車両
に搭載された車載機に対して操作を行ったことを検出する操作検出手段と、動作時刻取得
手段として、操作検出手段にてユーザが車載機に対して操作を行ったことが検出された操
作時刻（動作時刻としての操作時刻）を取得する操作時刻取得手段と、を備え、設定手段
は、操作時刻取得手段にて取得した操作時刻に基づいて送信間隔を設定するとともに、設
定した送信間隔を携帯機に送信するようにしてもよい。
【００２２】
　複数の車両において、ユーザが車両に搭載された車載機に対して操作を行う時刻は異な
る場合が多い。よって、請求項８に示すように、操作時刻に基づいて送信間隔を設定する
ことによって、他車両に搭載された車両側ユニットと異なる送信間隔を設定することがで
きる。また、設定した送信間隔を携帯機に送信することで、携帯機では、この送信間隔を
知ることができる。
【００２３】
　また、請求項９に示すように、送信間隔は、車両側ユニットが搭載されている車両に固
有な情報に基づいて予め設定されるとともに、携帯機側記憶手段に記憶されるようにして
もよい。上述のように、車両に固有の情報は、他車両と同じになることはない。よって、
他車両に搭載された車両側ユニットと異なる固有の送信間隔を設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施形態における車載機制御システムの概略構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の実施形態における車載機制御システムの処理動作を示すタイムチャート
である。
【図３】本発明の実施形態における車載機制御システムを搭載した車両が複数台並んで駐
車されている場合のイメージ図である。
【図４】比較例における車載機制御システムの処理動作を示すタイムチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施形態を図に基づいて説明する。
【００２６】
　図１に示すように、車載機制御システムは、ユーザが携行可能な携帯機２００と、車両
１００に搭載された車両側ユニットとを備える。また、車載機制御システムは、車両側ユ
ニットから車両１００周辺の所定範囲に送信されるリクエスト信号（本発明の要求信号に
相当する）に応答して、携帯機２００がレスポンス信号（本発明の応答信号に相当する）
を送信する双方向通信（より詳細には、双方向暗号通信）を複数回行い、車両側ユニット
が、携帯機２００から受信した応答信号に含まれる識別コードを予め登録してある登録コ
ードと照合し、その照合が成立したとの照合結果が得られたことを条件として、車載機の
制御を行なう。
【００２７】
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　車両１００には、車両側ユニットと車載機とが搭載されている。具体的には、車室外送
信機１０１、車室内送信機１０２、受信機１０３、タッチセンサー１０４、照合ＥＣＵ（
Electronic Control Unit）１０５、ボデーＥＣＵ（Electronic Control Unit）１０６、
ドアロックモーター１０７、ロックスイッチ１０８、ドアロックポジションセンサー１０
９、カーテシスイッチ１１０、ドアミラーモーター（サイドミラーモーター）１１１、シ
ートモーター１１２、ドアミラーランプ１１３、エアコンＥＣＵ（Electronic ControlUn
it）１１４などが搭載されている。
【００２８】
　なお、本実施形態においては、車両側ユニットは、車両１００に搭載された車載バッテ
リー（図示省略）から電源供給されて動作するものであり、車室外送信機１０１、受信機
１０３、照合ＥＣＵ１０５、ボデーＥＣＵ１０６などを含むものである。また、車載機は
、ドアロックモーター１０７、ドアミラーモーター１１１、シートモーター１１２、ドア
ミラーランプ１１３、エアコンＥＣＵ１１４などを含むものである。なお、本実施形態に
おいては、ドアロックモーター１０７、ドアミラーモーター１１１、シートモーター１１
２、ドアミラーランプ１１３、エアコンＥＣＵ１１４を採用して説明するが、本発明これ
に限定されるものではない。これらの車載機の少なくとも一つがあれば目的は達成できる
。さらに、後ほど説明するが、これらの車載機のほかにカーオーディオシステム（カース
テレオ）なども採用することができる。
【００２９】
　この車載機は、ウェルカム機能を実施するものである。ウェルカム機能とは、車両が乗
車前のユーザを迎える機能である。例えば、ユーザによる車両の利用を補助する機能、又
はユーザを楽しませるためのおもてなし動作を行う機能などを含むものである。
【００３０】
　車室外送信機１０１は、車両１００の各ドアに設けられる。車室内送信機１０２は、車
室内に設けられる。これらの車室外送信機１０１及び車室内送信機１０２は、照合ＥＣＵ
１０５からの送信指示信号に基づいてリクエスト信号を発信する。例えば、車室外送信機
１０１及び車室内送信機１０２は、図示は省略するがＬＦ(lowfrequency)アンテナを有し
ており、このＬＦアンテナを介して携帯機２００側の受信部２１０にＬＦ帯（例えば「１
３４ＫＨｚ」近傍）の電波にてリクエスト信号を送信する。なお、この車室外送信機１０
１を用いた携帯機２００との双方向通信に関しては、後ほど詳しく説明する。
【００３１】
　車室外送信機１０１のリクエスト信号の到達距離は、例えば数メートル程度に設定され
る。車両１００が、各車両ドアがロック（施錠）された状態で駐車されている時には、そ
のリクエスト信号の到達距離に応じた検知エリアが所定時間毎に車両の各車両ドアの周囲
に形成され、携帯機２００を保持するユーザが車両から遠ざかったことや、車両に接近し
たことを検知できるようにしている。換言すると、車室外送信機１０１は、所定時間毎に
リクエスト信号を送信する。
【００３２】
　なお、携帯機と車両側ユニットとの双方向通信によって、車両ドアのロック（施錠）、
アンロック（開錠）を行う場合、車室外送信機１０１のリクエスト信号の到達距離は、例
えば０．８～１．５メートル程度で十分である。しかしながら、本実施形態における車載
機制御システムにおいては、上述のウェルカム機能を実行するために数メートルに設定さ
れる。つまり、ウェルカム機能は、後ほど詳しく説明するが、エアコンの温度調整なども
行うことがある。よって、車室外送信機１０１のリクエスト信号の到達距離が１メートル
程度では、ウェルカム機能の効果が十分に発揮できない可能性がある。従って、本実施形
態のように、本発明の車載機制御システムにおいては、車室外送信機１０１のリクエスト
信号の到達距離を数メートルに設定すると好ましい。
【００３３】
　また、車室内送信機１０２による検知エリアは、車室内をカバーするように設定され、
携帯機２００が車室内にあるか否かを検知する。車室内送信機１０２による検知エリアは
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、例えば主に前席をカバーする検知エリアを有する前席用車室内送信機と、主に後席をカ
バーする検知エリアを有する後席用車室内送信機と、トランク等の荷室をカバーする検知
エリアを有する荷室用送信機とから構成しても良い。この場合、前席用車室内送信機、後
席用車室内送信機及び荷室用送信機の各々の通信エリアを組み合わせた合算通信エリアが
、車室内全体をカバーすることになる。
【００３４】
　受信機１０３は、車両１００の車室内に設けられ、携帯機２００から送信されるレスポ
ンス信号を受信する。つまり、受信機１０３は、例えば、ＵＨＦ帯（例えば３００ＭＨｚ
～３ＧＨｚ）の電波にて携帯機２００から送信されてくるレスポンス信号をＵＨＦアンテ
ナ（図示省略）で受信する。受信機１０３が受信したレスポンス信号は、照合ＥＣＵ１０
５に出力される。
【００３５】
　照合ＥＣＵ１０５及びボデーＥＣＵ１０６は、周知のコンピュータとして構成されてお
り、内部にはＣＰＵ、記憶装置（例えばＲＡＭ（ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ等）やＲＯＭ（ＥＰ
ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ等））、Ｉ／Ｏ及びこれらの構成を接続するバスラインなどが備え
られている。照合ＥＣＵ１０５及びボデーＥＣＵ１０６は、ＣＰＵがＲＡＭの一時記憶機
能を利用しつつ、ＲＯＭに記憶されているプログラムを実行することにより、各種演算処
理を行い、後ほど説明する制御を実行する。
【００３６】
　また、照合ＥＣＵ１０５の記憶装置には、予め設定されたリクエスト信号の送信間隔を
示す値が記憶されている。この送信間隔は、携帯機２００から送信されたレスポンス信号
を受信した場合における、前回のリクエスト信号を送信してから次のリクエスト信号を送
信する間隔である。また、この送信間隔は、車両側ユニットに固有な値が設定される。さ
らに、この送信間隔は、照合ＥＣＵ１０５が設定する。
【００３７】
　具体的には、照合ＥＣＵ１０５は、ユーザが車両から降車したことを検出する（降車検
出手段）。例えば、車両内の複数の座席に設けられた着座センサ（図示省略）からの信号
に基づいて、いずれの着座センサからもユーザが着座していることを示す検出結果が出力
されなくなった場合に、ユーザが車両から降車したと検出する。さらに、照合ＥＣＵ１０
５は、自身の内部又は外部に設けられた時計（図示省略）から、ユーザが車両から降車し
たと検出された降車時刻を取得する（降車時刻取得手段）。つまり、照合ＥＣＵ１０５は
、ユーザが車両から降車したと検出したことが検出されると、降車時刻として時計から時
刻を取得する。なお、照合ＥＣＵ１０５は、この降車時刻をＲＡＭなどに一時的に記憶す
る。そして、照合ＥＣＵ１０５は、取得した降車時刻に基づいて送信間隔を設定する（設
定手段）。例えば、降車時刻に所定の定数を乗算するなどして、降車時刻に基づいて送信
間隔を設定する。また、本実施形態における車載機制御システムは、携帯機２００も送信
間隔を把握しておく必要がある。よって、照合ＥＣＵ１０５は、設定した送信間隔を携帯
機２００に送信する（設定手段）。照合ＥＣＵ１０５は、例えば、ユーザが降車したとき
に行う、携帯機２００との双方向通信にて照合ＯＫが得られた場合に、この送信間隔を携
帯機２００に送信する。なお、着座センサは、運転席の座席のみに設けるようにしてもよ
いし、全ての座席に設けるようにしてもよい。
【００３８】
　複数の車両において、ユーザが車両から降車する時刻は異なる場合が多い。よって、こ
のように、降車時刻に基づいて送信間隔を設定することによって、他車両に搭載された車
両側ユニットと異なる送信間隔を設定することができる。また、設定した送信間隔を携帯
機２００に送信することで、携帯機２００では、この送信間隔を知ることができる。
【００３９】
　なお、照合ＥＣＵ１０５は、降車時刻と、車両側ユニットが搭載されている車両に固有
な情報（例えば車体番号や、車両毎に割り振られた車両ＩＤなど）とに基づいて送信間隔
を設定するようにしてもよい。車両に固有の情報に関しても、他車両と同じになることは
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ない。よって、このように降車時刻と車両に固有な情報とに基づいて送信間隔を設定する
ことによって、送信間隔が他車両に搭載された車両側ユニットと一致することをより一層
低減することができる。
【００４０】
　なお、本実施形態においては、照合ＥＣＵ１０５が送信間隔を設定する例を採用するが
、本発明はこれに限定されるものではない。例えば、ディーラや工場などで設定してもよ
い。つまり、製造時などに送信間隔を示す値を照合ＥＣＵ１０５の記憶装置に書き込むよ
うにしてもよい。この場合、照合ＥＣＵ１０５が搭載されている車両に固有な情報（例え
ば車体番号や、車両毎に割り振られた車両ＩＤなど）に基づいて送信間隔を設定して、照
合ＥＣＵ１０５の記憶装置に書き込む。車体番号などの車両に固有の情報は、他車両と同
じになることはない。このようにすることによって、他車両に搭載された車両側ユニット
と異なる固有の送信間隔を設定することができる。
【００４１】
　さらに、送信間隔は、他車両に搭載された車両側ユニットと異なる固有の値であれば採
用することができるので、ユーザが車両から降車した時刻以外にも、ユーザが車両に対し
て所定の動作を行った時刻に基づいて設定するようにしてもよい。複数の車両において、
ユーザが車両に対して動作を行う時刻は異なる場合が多い。よって、このように、ユーザ
が車両に対して所定の動作を行った時刻に基づいて送信間隔を設定することによって、他
車両に搭載された車両側ユニットと異なる送信間隔を設定することができる。また、この
場合であっても、設定した送信間隔を携帯機２００に送信することで、携帯機２００では
、この送信間隔を知ることができる。
【００４２】
　なお、ユーザが車両に対して行う所定の動作としては、上述の車両からの降車以外にも
、例えば、車両への乗車や、車載機（エアコンやカーナビゲーション装置（図示省略）や
イグニッションスイッチ（図示省略）など）などの操作をあげることができる。
【００４３】
　このように、ユーザが、車両に乗車する時刻は、複数の車両において異なる場合が多い
。また、ユーザが、エアコンに対してオン、オフや温度調整などの操作を行った時刻（す
なわち、オン、オフ、温度調整などの操作を行うタイミング）は、複数の車両において異
なる場合が多い。また、ユーザが、ナビゲーション装置に対してオン、オフや目的地設定
などの操作を行った時刻（すなわち、オン、オフ、目的地設定などの操作を行うタイミン
グ）は、複数の車両において異なる場合が多い。さらに、ユーザが、イグニッションスイ
ッチに対してＩＧ（イグニッション）オフからＡＣＣ（アクセサリー）、オフからＩＧオ
ンなどの操作を行った時刻（すなわち、ＩＧオフからＡＣＣ、オフからＩＧオンなどの操
作を行うタイミング）は、複数の車両において異なる場合が多い。換言すると、ユーザが
イグニッションスイッチを操作することによって生じた電源遷移の時刻は、複数の車両に
おいて異なる場合が多い。
【００４４】
　具体的には、照合ＥＣＵ１０５は、ユーザが車載機に対して所定の動作（操作）を行っ
たことを検出する（動作検出手段、操作検出手段）。
【００４５】
　例えば、照合ＥＣＵ１０５は、車両内の複数の座席に設けられた着座センサ（図示省略
）からの信号に基づいて、いずれからの着座センサからユーザが着座していることを示す
検出結果を示す信号が出力された場合（つまり、この信号を取得した場合）、ユーザが車
両に対して所定の動作をしたと（ユーザが乗車したと）検出する（乗車検出手段）。なお
、着座センサは、運転席の座席のみに設けるようにしてもよいし、全ての座席に設けるよ
うにしてもよい。
【００４６】
　また、照合ＥＣＵ１０５は、車載機（エアコンＥＣＵ１１４やカーナビゲーション装置
など）からユーザによって操作がなされたことを示す信号が出力された場合（つまり、こ
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の信号を取得した場合）、ユーザが車両（車載機）に対して所定の動作（操作）をしたと
検出する（操作検出手段）。なお、この場合、ユーザが、車載機（エアコンＥＣＵ１１４
やカーナビゲーション装置など）に対して上述のような操作を行うと、車載機は、ユーザ
によって操作がなされたことを示す信号を照合ＥＣＵ１０５に出力する。
【００４７】
　また、照合ＥＣＵ１０５は、ユーザによるイグニッションスイッチの操作に基づく電源
遷移があると、ユーザがイグニッションスイッチ（車載機）に対して所定の動作（操作）
をしたと検出する（操作検出手段）。
【００４８】
　そして、照合ＥＣＵ１０５は、自身の内部又は外部に設けられた時計（図示省略）から
、ユーザが車両（車載機）に対して所定の動作（操作）を行ったことが検出された動作時
刻を取得する（動作時刻取得手段、乗車時刻取得手段、操作時刻取得手段）。つまり、照
合ＥＣＵ１０５は、ユーザが車両（車載機）に対して所定の動作（操作）を行ったことが
検出されると、動作時刻（乗車時刻、操作時刻）として時計から時刻を取得する。なお、
照合ＥＣＵ１０５は、この動作時刻（乗車時刻、操作時刻）をＲＡＭなどに一時的に記憶
する。そして、照合ＥＣＵ１０５は、取得した動作時刻（乗車時刻、操作時刻）に基づい
て送信間隔を設定する（設定手段）。例えば、動作時刻（乗車時刻、操作時刻）に所定の
定数を乗算するなどして、動作時刻（乗車時刻、操作時刻）に基づいて送信間隔を設定す
る。
【００４９】
　なお、車載機に対する操作は、乗車時において複数回行われることもある。よって、乗
車して最初に車載機を操作した時刻を採用して、この時刻に基づいて送信間隔を設定する
ようにしてもよい。
【００５０】
　また、照合ＥＣＵ１０５は、携帯機２００が正規のものであるか否か、つまり、自車両
用の携帯機２００であるか否かを判定するために、受信機１０３で受信したレスポンス信
号に含まれる識別コードが予め登録されている登録コードと一致等、所定の関係を満足す
るかの照合を行う。そして、照合ＥＣＵ１０５は、所定の関係を満足するとの照合結果（
照合ＯＫ）が得られた場合、ドアロックモーター１０７、ドアミラーモーター１１１、シ
ートモーター１１２、ドアミラーランプ１１３、エアコンＥＣＵ１１４などの車載機の制
御を行うべく、制御信号をボデーＥＣＵ１０６に出力する。なお、この登録コードは、照
合ＥＣＵ１０５の記憶装置に予め記憶しておく。
【００５１】
　一方、ボデーＥＣＵ１０６は、照合ＥＣＵ１０５から制御信号が入力された場合、その
制御信号に応じて、ドアロックモーター１０７（車両ドアロック手段）、ドアミラーモー
ター１１１、シートモーター１１２、ドアミラーランプ１１３、エアコンＥＣＵ１１４な
どの車載機に対して制御信号（駆動信号）を出力することで車載機を駆動制御する。
【００５２】
　なお、車両の各車両ドアに設けられたドアハンドルは、車室外送信機１０１のアンテナ
としての役割を備えている。このドアハンドルには、タッチセンサー１０４が設けられて
いる。タッチセンサー１０４は、携帯機２００の保持者（ユーザ）が、ドアハンドルに触
れてドアハンドルに対して操作を行ったことを検出することが可能である。タッチセンサ
ー１０４は、ユーザによって触られると、その旨を示す検出結果を照合ＥＣＵ１０５に出
力する。また、ドアハンドルには、プッシュスイッチとして構成されたロックスイッチ１
０８も設けられている。
【００５３】
　ドアロックモーター１０７（車両ドアロック手段）は、ボデーＥＣＵ１０６から駆動信
号（ロック信号またはアンロック信号）が送信されたとき、そのロック信号またはアンロ
ック信号に応じて正転／逆転することによって各車両ドアをロック、またはアンロックす
る。
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【００５４】
　ドアロックポジションセンサー１０９は、車両ドアのドアロック状態を検出する（ロッ
ク状態検出手段）。つまり、ドアロックポジションセンサー１０９は、車両ドアがロック
されているか、アンロックされているかを検出して、その検出結果をボデーＥＣＵ１０６
に出力する。ボデーＥＣＵ１０６は、この検出結果を照合ＥＣＵ１０５に出力する。
【００５５】
　カーテシスイッチ１１０は、車両ドアが閉じているか、開いているかを検出して、その
検出結果をボデーＥＣＵ１０６に出力する。ボデーＥＣＵ１０６は、この検出結果を照合
ＥＣＵ１０５に出力する。
【００５６】
　ドアミラーモーター１１１は、車両１００の外部に設けられた車体外後写鏡（ドアミラ
ー又はサイドミラー）を回転させるものである。このドアミラーモーター１１１は、ボデ
ーＥＣＵ１０６からの制御信号（駆動信号）に応じてドアミラーの格納位置（例えば、車
両１００の駐車時のドアミラー位置（角度））から展開位置（すなわち、所定の後方視認
位置であり、例えば、車両１００の走行時のドアミラー位置（角度））、又は、展開位置
（展開角度）から格納位置（格納角度）に回転させる。
【００５７】
　この所定の後方視認位置とは、ユーザの好みに応じたドアミラーの位置（角度）を示す
ものである。よって、格納位置から所定の後方視認位置、又は、所定の後方視認位置から
格納位置に回転させるためのドアミラーモーター１１１の回転量は、ユーザの好みに応じ
たドアミラーの位置によって予め設定されるものである。そして、ボデーＥＣＵ１０６は
、この回転量を示す値をメモリ（図示省略）などの記憶部に予め記憶しておく。よって、
ボデーＥＣＵ１０６は、ドアミラーモーター１１１を制御する際には、この回転量を示す
値に応じて制御する。
【００５８】
　なお、ボデーＥＣＵ１０６は、照合ＥＣＵ１０５からの制御信号が入力された場合以外
にも、ドアミラーが展開位置から格納位置、又は格納位置から展開位置となるようにドア
ミラーモーター１１１を回転させる（駆動制御する）ようにしてもよい。例えば、ドアロ
ックポジションセンサー１０９によって車両ドアのロックが検出されると自動的にドアミ
ラーが展開位置から格納位置となるようにドアミラーモーター１１１を回転させ、ドアロ
ックポジションセンサー１０９によって車両ドアのアンロックが検出されると自動的にド
アミラーが格納位置から展開位置となるようにドアミラーモーター１１１を回転させるよ
うにしてもよい。また、ＡＣＣオフでドアミラーが展開位置から格納位置となるようにド
アミラーモーター１１１を回転させ、ＡＣＣオンでドアミラーが格納位置から展開位置と
なるようにドアミラーモーター１１１を回転させるようにしてもよい。
【００５９】
　シートモーター１１２は、車両１００の車室内に設けられた座席（例えば、運転席の座
席、シート）を車両１００の前後方向にスライド（移動）させるものである。具体的には
、座席は、車両１００の床上に固定して設けられたスライドレール上を所定のスライド可
能範囲内で前後方向にスライド可能に構成されている。
【００６０】
　このシートモーター１１２は、ボデーＥＣＵ１０６からの制御信号（駆動信号）に応じ
て座席をユーザの好みの位置にスライド（移動）させる。よって、座席をユーザの好みの
位置までのスライドさせるためのシートモーター１１２の回転量は、ユーザの好みに応じ
た座席の位置によって予め設定されるものである。そして、ボデーＥＣＵ１０６は、この
回転量を示す値をメモリ（図示省略）などの記憶部に予め記憶しておく。よって、ボデー
ＥＣＵ１０６は、シートモーター１１２を駆動制御する際には、この回転量を示す値に応
じて制御する。つまり、座席の前後方向のスライドは、ボデーＥＣＵ１０６からの制御信
号に基づき電動で行われる。
【００６１】
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　なお、ボデーＥＣＵ１０６は、照合ＥＣＵ１０５からの制御信号が入力された場合以外
にも、座席をスライドさせるためにシートモーター１１２を回転させる（駆動制御する）
ようにしてもよい。例えば、ボデーＥＣＵ１０６は、車室内に設けられユーザによって操
作されるシートスライド用スイッチ（図示省略）から制御信号が入力された場合にシート
モーター１１２を回転させる（駆動制御する）ようにしてもよい。この場合、ボデーＥＣ
Ｕ１０６は、シートスライド用スイッチ（図示省略）から制御信号が入力されている間は
、シートモーター１１２を継続的に回転させる（駆動制御する）ようにする。
【００６２】
　ドアミラーランプ１１３は、車両１００の車体外後写鏡（ドアミラー又はサイドミラー
）に設けられるものである。このドアミラーランプ１１３は、ボデーＥＣＵ１０６からの
制御信号に応じて点灯するものである。ドアミラーランプ１１３の点灯状態（色や点滅間
隔など）は、ユーザの好みに応じて予め設定（例えば、複数の点灯状態から選択）するこ
とができる。そして、ボデーＥＣＵ１０６は、この点灯状態を示す値をメモリ（図示省略
）などの記憶部に予め記憶しておく。よって、ボデーＥＣＵ１０６は、ドアミラーランプ
１１３を点灯制御する際には、この点灯状態を示す値に応じて制御する。
【００６３】
　なお、本実施形態においては、照明装置の一例として、ドアミラーランプ１１３を採用
しているが、本発明はこれに限定されるものではない。照明装置は、前照灯、室内灯、ウ
ィンカーなどを採用することもできる。また、ユーザが、好みに応じて、どの照明装置（
一つ又は複数）を点灯させるか、又は、点灯させる複数の照明装置の組み合わせを予め設
定できるようにしてもよい。
【００６４】
　エアコンＥＣＵ１１４（空調制御装置）は、車両１００の車室内の空調環境を調整する
ものである。このエアコンＥＣＵ１１４は、ボデーＥＣＵ１０６からの制御信号に応じて
動作するものである。エアコンＥＣＵ１１４による空調状態（始動、動作期間、温度、風
量など）は、ユーザの好みに応じて予め設定することができる。そして、ボデーＥＣＵ１
０６は、この空調状態を示す値をメモリ（図示省略）などの記憶部に予め記憶しておく。
よって、ボデーＥＣＵ１０６は、エアコンＥＣＵ１１４を駆動制御する際には、この空調
状態を示す値に応じて制御する。
【００６５】
　なお、車載機としては、カーオーディオシステム（カーステレオ）や、車外への音波発
生装置（ホーン、ブザー）などを採用することができる。このカーオーディオシステムや
音波発生装置は、ボデーＥＣＵ１０６からの制御信号に応じて音楽を再生するものである
。カーオーディオシステムや音波発生装置の再生状態（再生する楽曲や音量など）は、ユ
ーザの好みに応じて予め設定することができる。そして、この再生状態を示す値をメモリ
（図示省略）などの記憶部に予め記憶しておく。よって、ボデーＥＣＵ１０６は、カーオ
ーディオシステムや音波発生装置を駆動制御する際には、この再生状態を示す値に応じて
制御する。
【００６６】
　次に、携帯機２００に関して説明する。携帯機２００は、内部に電池（図示省略）が設
けられており、この電池から電源供給されて動作する。携帯機２００は、図１に示すよう
に、受信部２１０、送信部２２０、ＣＰＵ２３０、記憶部２４０などを備える。受信部２
１０は、車両１００側の車室外送信機１０１及び車室内送信機１０２から送信されるリク
エスト信号を受信するものである。例えば、受信部２１０は、ＬＦアンテナを有しており
、このＬＦアンテナを介して、車両１００側の車室外送信機１０１及び車室内送信機１０
２からＬＦ帯（例えば「３０～３００［ｋＨｚ］」）の電波にて送信されてくるリクエス
ト信号を受信する。
【００６７】
　送信部２２０は、車両１００側の受信機１０３に信号（レスポンス信号）を送信するも
のである。例えば、送信部２２０は、ＵＨＦ（Ultra High Frequency）アンテナを有して
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おり、このＵＨＦアンテナを介して車両１００側の受信機１０３にＵＨＦ帯（例えば「３
００ＭＨｚ～３ＧＨｚ」）の電波にてレスポンス信号を送信する。
【００６８】
　ＣＰＵ２３０は、記憶部２４０に記憶されているプログラムを実行することにより、各
種演算処理を行い、受信部２１０に対して所定の間隔（レスポンス信号（ACK）を送信し
てからの間隔）で受信可能状態（リクエスト信号（Challenge）を受信できる状態）とな
るように指示したり、送信部２２０に対してレスポンス信号の送信を指示したりなどする
。記憶部２４０には、ＣＰＵ２３０が実行するプログラムや、車両側ユニットの送信間隔
（送信間隔を示す値）や、識別コードなどが記憶されている。
【００６９】
　なお、ＣＰＵ２３０は、記憶部２４０に記憶された送信間隔に応じて受信部２１０に対
して次のリクエスト信号（Challenge）が送信されるタイミングで受信可能状態となるよ
うに指示する際には、リクエスト信号（WAKE）を受信してレスポンス信号（ACK）を送信
するまでの処理時間を送信間隔（図２のＴＤ［ｓ］）から減算した時間（図２のＴＤｘ［
ｓ］）で受信可能状態となるように指示する。従って、記憶部２４０には、送信間隔とし
て、リクエスト信号（WAKE）を受信してレスポンス信号（ACK）を送信するまでの処理時
間を送信間隔から減算した時間（この時間を示す値）を記憶しておくようにしてもよい。
【００７０】
　ここで、図２，３に基づいて、車載機制御システムの処理動作について説明する。なお
、ここでは、図３に示すように、同じ車載機制御システムを搭載した車両Ａ～車両Ｄが隣
り合って駐車しており、各車両１００Ａ～１００Ｄの検知エリアが重複する領域が存在す
る例を採用する。また、図２に示すように、車両１００Ａ～１００Ｄに搭載された車両側
ユニットにおける各送信間隔（各車両側ユニットに固有の値）は、ＴＡ［ｓ］～ＴＤ［ｓ
］である。そして、携帯機２００は、車両１００Ｄ用の携帯機である。また、図２におい
ては、車両１００Ａ～１００Ｄが送信する信号のうち、細い方がWAKEであり、太い方がCh
allengeである。一方、携帯機２００が送信する信号のうち、細い方がACKであり、太い方
がResponseである。
【００７１】
　なお、車室外送信機１０１のリクエスト信号の到達距離が１メートル程度であれば、隣
り合う２台の車両に搭載された車両側ユニットによる検知エリアが重複する程度である。
しかしながら、本実施形態のように、リクエスト信号の到達距離が数メートルの場合、図
３に示すように、隣り合う４台（すなわち、３台以上）の車両に搭載された車両側ユニッ
トによる検知エリアが重複することもありうる。
【００７２】
　まず、各車両１００Ａ～１００Ｄにおける車両側ユニットは、図２に示すように、車室
外送信機１０１から、リクエスト信号として、携帯機２００（ＣＰＵ２３０）の起動を要
求するWAKE（ウェイクアップ信号、起動要求信号）を所定時間毎に送信する（車両側送信
手段）。つまり、照合ＥＣＵ１０５は、車室外送信機１０１に対して、WAKEを所定時間毎
に送信するように指示する（車両側制御手段）。これによって各車両１００Ａ～１００Ｄ
における車室外送信機１０１は、照合ＥＣＵ１０５からの送信指示信号に基づいてWAKEを
所定時間毎に送信する（車両側送信手段）。
【００７３】
　なお、各車両１００Ａ～１００Ｄにおける車両側ユニットは、一度レスポンス信号（AC
K）を受信するまでは同じ間隔でWAKEを送信する。しかしながら、照合ＥＣＵ１０５は、
車両１００が駐車中であり、且つ、全ての車両ドアがロックされているときに所定時間毎
にWAKEを送信するように指示する。よって、車両１００Ａ～１００Ｄによって、最初にWA
KEを送信するタイミングは異なる。図２の例では、車両１００Ａ、車両１００Ｂ、車両１
００Ｃ、車両１００Ｄの順番に、車両側ユニット（車室外送信機１０１）からWAKEが送信
される。
【００７４】
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　携帯機２００では、電池の消耗を抑制するため、通常（WAKEを受信待ちしている場合で
あり、つまり、車両側ユニットとの双方向通信を行なっていない場合、換言すると、車両
側ユニットからWAKEを受信して双方向通信を開始するまで）はＣＰＵ２３０が低消費電力
モードであるスリープ状態にある（携帯機側制御手段）。ＣＰＵ２３０は、スリープ状態
のとき、WAKEを受信すると（携帯機側受信手段）、ウェイクアップ（起動）しアクティブ
状態に移行する（携帯機側制御手段）。
【００７５】
　そして、ＣＰＵ２３０は、受信部２１０にてWAKEを受信すると（携帯機側受信手段）、
送信部２２０に対して、レスポンス信号として、起動したことを示すレスポンス信号（AC
K、起動応答信号）の送信を指示する（携帯機側制御手段）。これによって、送信部２２
０は、ACKを送信する（携帯機側送信手段）。
【００７６】
　さらに、ＣＰＵ２３０は、受信部２１０にてWAKEを受信すると、記憶部２４０（携帯機
側記憶手段）に記憶された送信間隔に応じて、受信部２１０に対して、リクエスト信号（
Challenge）が送信されるタイミングで受信可能状態となるように指示する（携帯機側制
御手段）。これによって、受信部２１０は、リクエスト信号が送信されるタイミングで受
信可能状態となり、このタイミングで送信されたリクエスト信号のみを受信する（携帯機
側受信手段）。
【００７７】
　例えば、図２におけるタイミングｔ１に示すように、車両１００Ａの車両側ユニット（
車室外送信機１０１）のみからWAKEが送信された場合、携帯機２００は、車両１００Ａの
車両側ユニット（車室外送信機１０１）から送信されたWAKEに応答して、ACKを送信する
とともに、ACKを送信してからＴＤｘ［ｓ］後に受信可能状態とする。よって、ACKを送信
してからＴＤｘ［ｓ］後までの間は、WAKEやChallengeは受信できない。
【００７８】
　同様に、図２におけるタイミングｔ２に示すように、車両１００Ｂの車両側ユニット（
車室外送信機１０１）のみからWAKEが送信された場合、携帯機２００は、車両１００Ｂの
車両側ユニット（車室外送信機１０１）から送信されたWAKEに応答して、ACKを送信する
とともに、ACKを送信してからＴＤｘ［ｓ］後に受信可能状態とする。よって、ACKを送信
してからＴＤｘ［ｓ］後までの間は、WAKEやChallengeは受信できない。
【００７９】
　同様に、図２におけるタイミングｔ３に示すように、車両１００Ｃの車両側ユニット（
車室外送信機１０１）のみからWAKEが送信された場合、携帯機２００は、車両１００Ｃの
車両側ユニット（車室外送信機１０１）から送信されたWAKEに応答して、ACKを送信する
とともに、ACKを送信してからＴＤｘ［ｓ］後に受信可能状態とする。よって、ACKを送信
してからＴＤｘ［ｓ］後までの間は、WAKEやChallengeは受信できない。
【００８０】
　同様に、図２におけるタイミングｔ４に示すように、車両１００Ｄの車両側ユニット（
車室外送信機１０１）のみからWAKEが送信された場合、携帯機２００は、車両１００Ｄの
車両側ユニット（車室外送信機１０１）から送信されたWAKEに応答して、ACKを送信する
とともに、ACKを送信してからＴＤｘ［ｓ］後に受信可能状態とする。よって、ACKを送信
してからＴＤｘ［ｓ］後までの間は、WAKEやChallengeは受信できない。
【００８１】
　一方、携帯機２００からのACKを受信した車両側ユニットは、図２に示すように、車室
外送信機１０１から、リクエスト信号として、識別コードを含む応答信号の送信を要求す
るChallenge（識別コード要求信号）を車両側ユニットの固有の送信間隔で送信する（車
両側送信手段）。つまり、照合ＥＣＵ１０５は、車室外送信機１０１に対して、車両側ユ
ニットに固有な送信間隔でChallengeを送信するように指示する（車両側制御手段）。そ
して、ACKを受信した車両側ユニットにおける車室外送信機１０１は、照合ＥＣＵ１０５
からの送信指示信号に基づいてChallengeをその送信間隔で送信する（車両側送信手段）
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。
【００８２】
　例えば、図２においては、車両１００Ａは、タイミングｔ１で送信したWAKEに応答して
携帯機２００から送信されたACKを受信すると、WAKEを送信してから送信間隔ＴＡ［ｓ］
後にChallengeを送信する。
【００８３】
　同様に、図２においては、車両１００Ｂは、タイミングｔ２で送信したWAKEに応答して
携帯機２００から送信されたACKを受信すると、WAKEを送信してから送信間隔ＴＢ［ｓ］
後にChallengeを送信する。
【００８４】
　同様に、図２においては、車両１００Ｃは、タイミングｔ３で送信したWAKEに応答して
携帯機２００から送信されたACKを受信すると、WAKEを送信してから送信間隔ＴＣ［ｓ］
後にChallengeを送信する。
【００８５】
　同様に、図２においては、車両１００Ｄは、タイミングｔ４で送信したWAKEに応答して
携帯機２００から送信されたACKを受信すると、WAKEを送信してから送信間隔ＴＤ［ｓ］
後にChallengeを送信する。
【００８６】
　なお、この車両側ユニットに固有の送信間隔は、ここでは、WAKEを送信してからChalle
ngeを送信するまでの間隔を採用しているが、本発明はこれに限定されるものではない。
車両側ユニットに固有の送信間隔であれば採用することができ、ACKを受信してからChall
engeを送信するまでの間隔でもよい。
【００８７】
　そして、携帯機２００のＣＰＵ２３０は、ACKを送信してからＴＤｘ［ｓ］後に、受信
部２１０にてChallengeを受信すると、Challengeに応答して、Response（識別コードを含
むレスポンス信号）を送信する。つまり、ＣＰＵ２３０は、送信部２２０に対して、Resp
onseの送信を指示する（携帯機側制御手段）。これによって、送信部２２０は、Response
を送信する（携帯機側送信手段）。
【００８８】
　例えば、図２の例では、携帯機２００のＣＰＵ２３０は、図２のタイミングｔ４でACK
を送信してからＴＤｘ［ｓ］後に、受信部２１０にてChallengeを受信すると、これに応
答して、タイミングｔ５でResponseを送信する。
【００８９】
　このように、車両側ユニットは、携帯機２００に対して所定時間毎にWAKEを送信し、こ
のWAKEに応答して携帯機２００からACKを受信すると、予め設定された車両側ユニットに
固有な送信間隔でChallengeを送信する。一方、携帯機２００は、電池から電源供給され
て動作するものであり、WAKEを受信すると、ACKを送信するとともに、車両側ユニットに
固有な送信間隔に応じて、Challengeが送信されるタイミングでChallengeを受信可能状態
とする。つまり、携帯機２００は、車両側ユニットがChallengeを送信するタイミング、
携帯機２００のChallengeを受信するタイミングが一致した場合にのみ、Challengeを受信
できるとともに、Responseを送信することができる。
【００９０】
　このような車両側ユニットと携帯機２００との双方向通信を通じて、車両側ユニットは
、通信相手となった携帯機２００の識別コードを取得することができる。そして、照合Ｅ
ＣＵ１０５は、携帯機２００から送信されるResponseに含まれる識別コードが予め登録さ
れている登録コードと一致等、所定の関係を満足するかの照合を行う（照合手段）。
【００９１】
　そして、照合ＥＣＵ１０５は、上述のように、所定の関係を満足するとの照合結果（照
合ＯＫ）が得られた場合、車載機の制御を行うべく、制御信号をボデーＥＣＵ１０６に出
力する。一方、ボデーＥＣＵ１０６は、照合ＥＣＵ１０５から制御信号が入力された場合



(16) JP 5218572 B2 2013.6.26

10

20

30

40

50

、その制御信号に応じて車載機を駆動制御する。
【００９２】
　例えば、車両ドアが閉じており、かつ、ロック（施錠）された状態で照合ＯＫを示す照
合結果が得られた場合、照合ＥＣＵ１０５は、各車両ドアのドアハンドルに設けられたタ
ッチセンサー１０４に通電して、ユーザによるドアハンドルの操作を検知可能にする。そ
して、照合ＥＣＵ１０５は、タッチセンサー１０４により、ユーザの操作が検知されると
、ボデーＥＣＵ１０６を介してドアロックモーター１０７（車両ドアロック手段）にアン
ロック（開錠）指示を出力して、各車両ドアをアンロック（開錠）する（車両ドアロック
制御手段）。
【００９３】
　逆に、照合ＥＣＵ１０５は、車両ドアがロックされていない状態で照合ＯＫを示す照合
結果が得られ、かつユーザによりロックスイッチ１０８（後述する）が操作されたことが
検知されると、ボデーＥＣＵ１０６を介してドアロックモーター１０７にロック指示を出
力して各車両ドアをロック（施錠）する（車両ドアロック制御手段）。
【００９４】
　このとき、ボデーＥＣＵ１０６は、例えば、各車両ドアのロック・アンロック状態を制
御するための駆動信号（ロック信号、アンロック信号）を各車両ドアに設けられたドアロ
ックモーター１０７に出力する。ドアロックモーター１０７は、ボデーＥＣＵ１０６から
ロック信号またはアンロック信号が送信されたとき、そのロック信号またはアンロック信
号に応じて正転／逆転することによって各車両ドアをロック、またはアンロックする。
【００９５】
　このようにすることによって、携帯機２００と車両側ユニットとの双方向通信によって
、車両ドアを開錠することができる。
【００９６】
　また、車載機としてドアミラーモーター１１１を採用する場合、照合ＥＣＵ１０５は、
照合ＯＫを示す照合結果が得られると、ドアミラーモーター１１１を駆動制御してドアミ
ラーを回転させる。より具体的には、照合ＥＣＵ１０５は、照合ＯＫを示す照合結果が得
られると、ドアミラーを格納位置から展開位置に回転することを指示する制御信号をボデ
ーＥＣＵ１０６に出力する。そして、ボデーＥＣＵ１０６は、この制御信号が入力された
場合、その制御信号に応じて、ドアミラーモーター１１１に対して制御信号（駆動信号）
を出力することで、ドアミラーが格納位置から展開位置に回転するようにドアミラーモー
ター１１１を駆動制御する。
【００９７】
　このようにすることによって、携帯機２００を持った正規のユーザが車両１００に近づ
いた場合などに、車両１００のドアミラーを回転（すなわち、格納位置から展開位置に回
転）させることができる。つまり、車両が正規のユーザを迎える機能を実行することがで
きる。
【００９８】
　また、車載機としてシートモーター１１２を採用する場合、照合ＥＣＵ１０５は、照合
ＯＫを示す照合結果が得られると、シートモーター１１２を駆動制御して座席を移動させ
る。より具体的には、照合ＥＣＵ１０５は、照合ＯＫを示す照合結果が得られると、予め
設定された位置（正規のユーザの好みの位置）まで座席をスライドすることを指示する制
御信号をボデーＥＣＵ１０６に出力する。そして、ボデーＥＣＵ１０６は、この制御信号
が入力された場合、その制御信号に応じて、シートモーター１１２に対して制御信号（駆
動信号）を出力することで、予め設定された位置まで座席をスライドするようにシートモ
ーター１１２を駆動制御する。
【００９９】
　このようにすることによって、携帯機２００を持った正規のユーザが車両１００に近づ
いた場合などに、車両１００の座性を移動させることができる。つまり、車両１００が正
規のユーザを迎えていることを示すウェルカム機能を実行することができる。
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【０１００】
　また、車載機としてドアミラーランプ１１３を採用する場合、照合ＥＣＵ１０５は、照
合ＯＫを示す照合結果が得られると、ドアミラーランプ１１３を点灯制御する。より具体
的には、照合ＥＣＵ１０５は、照合ＯＫを示す照合結果が得られると、予め設定された点
灯状態（例えば、正規のユーザの好みの点灯状態）で点灯することを指示する制御信号を
ボデーＥＣＵ１０６に出力する。そして、ボデーＥＣＵ１０６は、この制御信号が入力さ
れた場合、その制御信号に応じて、ドアミラーランプ１１３に対して制御信号を出力する
ことで、予め設定された点灯状態で点灯するようにドアミラーランプ１１３を点灯制御す
る。
【０１０１】
　このようにすることによって、携帯機２００を持った正規のユーザが車両１００に近づ
いた場合などに、車両１００のドアミラーランプ１１３を点灯させることができる。つま
り、車両１００が正規のユーザを迎えていることを示すウェルカム機能を実行することが
できる。
【０１０２】
　また、車載機としてエアコンＥＣＵ１１４を採用する場合、照合ＥＣＵ１０５は、照合
ＯＫを示す照合結果が得られると、エアコンＥＣＵ１１４を動作させる。より具体的には
、照合ＥＣＵ１０５は、照合ＯＫを示す照合結果が得られると、予め設定された空調状態
（正規のユーザの好みの空調状態）で動作することを指示する制御信号をボデーＥＣＵ１
０６に出力する。そして、ボデーＥＣＵ１０６は、この制御信号が入力された場合、その
制御信号に応じて、エアコンＥＣＵ１１４に対して制御信号を出力することで、予め設定
された空調状態で動作するようにエアコンＥＣＵ１１４を駆動制御する。
【０１０３】
　このようにすることによって、携帯機２００を持った正規のユーザが車両１００に近づ
いた場合などに、エアコンＥＣＵ１１４（空調）を動作させることができる。つまり、車
両１００が正規のユーザを迎えていることを示すウェルカム機能を実行することができる
。
【０１０４】
　このように、車両側ユニットは、ACK（レスポンス信号）を受信すると、予め設定され
た車両側ユニットに固有な送信間隔でChallenge（リクエスト信号）を送信する。また、
携帯機２００は、WAKE（リクエスト信号）を受信すると、車両側ユニットに固有な送信間
隔で要求信号が送信されるタイミングで受信可能状態とする。よって、携帯機２００は、
自車両の車両側ユニットから送信されたChallenge（リクエスト信号）のみを受信するこ
とができる。従って、複数の車両（ここでは、車両１００Ａ～１００Ｄ）に搭載された車
両側ユニットにおける検知エリアが重複した領域に携帯機２００があった場合でも、他車
両（ここでは、車両１００Ａ～１００Ｃ）に搭載された車両側ユニットから送信されたCh
allenge（リクエスト信号）の受信を低減できる。つまり、他車両に搭載された車両側ユ
ニットから送信されたWAKE（リクエスト信号）を一度は受信したとしても、それ以降に他
車両に搭載された車両側ユニットから送信されたChallenge（リクエスト信号）を受信す
ることを低減できる。よって、他車両に搭載された車両側ユニットから送信された要求信
号に応答してResponse（レスポンス信号）を送信することを低減できるので、携帯機２０
０の電池消耗を抑制することができる。
【０１０５】
　さらに、複数の車両（ここでは、車両１００Ａ～１００Ｄ）に搭載された車両側ユニッ
トにおける検知エリアが重複した領域に携帯機２００があった場合でも、携帯機２００の
検知遅れを抑制することもできる。
【０１０６】
　例えば、図４に、比較例の車載機制御システムでのタイムチャートを示す。この図４に
示すタイムチャートは、比較例における車載機制御システムを搭載した車両が図３のよう
に、複数台（ここでは４台）隣り合って駐車しており、検知エリアが重複した領域に携帯
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機２００がある場合のものである。
【０１０７】
　この比較例の車載機制御システムは、携帯機２００が他車両に搭載された車両側ユニッ
トとの双方向通信を行なってしまい、自車両との双方向通信ができず、結果として、車載
機を制御できないという問題を解決するためのものである。この車載機制御システムにお
ける処理動作は、携帯機２００が他車両に搭載された車両側ユニットから送信されている
リクエスト信号の干渉（放射されている電波の干渉）を受けている場合は、携帯機２００
に干渉を与えている側の車両側ユニットによるリクエスト信号を一定時間止めるものであ
る。
【０１０８】
　つまり、図４のタイミングｔ１のように、車両１００Ｄ用の携帯機２００と他車両１０
０Ａの車両側ユニットとが双方向通信を開始してしまった場合、この車両側ユニットは、
一定回数（ここでは３回）照合不成立となると、電波の放射（リクエスト信号の送信）を
一定時間停止する。この時点で、携帯機２００と他車両１００Ａの車両側ユニットとが双
方向通信を行なうことが一定時間は防止できる。
【０１０９】
　その後、図４のタイミングｔ２のように、車両１００Ｄ用の携帯機２００と他車両１０
０Ｂの車両側ユニットとが双方向通信を開始してしまった場合、この車両側ユニットは、
一定回数（ここでは３回）照合不成立となると、電波の放射（リクエスト信号の送信）を
一定時間停止する。この時点で、携帯機２００と車両１００Ｂの車両側ユニットとが双方
向通信を行なうことを一定時間抑制できる。なお、リクエスト信号の送信を停止する期間
によっては、この時点で、携帯機２００と車両１００Ａの車両側ユニット及び車両１００
Ｂの車両側ユニットとが双方向通信を行なうことを一定時間抑制できる。
【０１１０】
　その後、図４のタイミングｔ３のように、車両１００Ｄ用の携帯機２００と他車両１０
０Ｃの車両側ユニットとが双方向通信を開始してしまった場合、この車両側ユニットは、
一定回数（ここでは３回）照合不成立となると、電波の放射（リクエスト信号の送信）を
一定時間停止する。この時点で、携帯機２００と車両１００Ｃの車両側ユニットとが双方
向通信を行なうことを一定時間抑制できる。なお、リクエスト信号の送信を停止する期間
によっては、この時点で、携帯機２００と車両１００Ａの車両側ユニット、及び携帯機２
００と車両１００Ｂの車両側ユニット、及び携帯機２００と車両１００Ｃの車両側ユニッ
トとが双方向通信を行なうことを一定時間抑制できる。
【０１１１】
　そして、図４のタイミングｔ４のように、車両１００Ａの車両側ユニット、車両１００
Ｂの車両側ユニット、車両１００Ｃの車両側ユニットによるリクエスト信号の送信が停止
されている場合、車両１００Ｄ用の携帯機２００と車両１００Ｄの車両側ユニットとが双
方向通信をできる状態になる。つまり、タイミングｔ１からタイミングｔ４まで、携帯機
２００の検知遅れが生じることになる。
【０１１２】
　この比較例の場合、車室外送信機１０１のリクエスト信号の到達距離が１メートル程度
であれば、隣り合う２台の車両に搭載された車両側ユニットによる検知エリアが重複する
程度である。よって、隣り合う２台の車両に搭載された車両側ユニットによる検知エリア
が重複する領域に携帯機２００があったとしても、携帯機２００の検知遅れが顕著になり
にくい。
【０１１３】
　これに対して、図３のように、隣り合う４台（すなわち、３台以上）の車両に搭載され
た車両側ユニットによる検知エリアが重複する領域に携帯機があった場合、携帯機２００
の検知遅れが顕著になる可能性がある。
【０１１４】
　しかしながら、本実施形態における車載機制御システムにおいては、上述のように、携



(19) JP 5218572 B2 2013.6.26

10

20

帯機２００は、他車両に搭載された車両側ユニットから送信されたWAKE（リクエスト信号
）を一度は受信したとしても、それ以降に他車両に搭載された車両側ユニットから送信さ
れたChallenge（リクエスト信号）を受信することを低減できる。よって、複数の車両（
ここでは、車両１００Ａ～１００Ｄ）に搭載された車両側ユニットにおける検知エリアが
重複した領域に携帯機２００があった場合でも、携帯機２００の検知遅れを抑制すること
もできる。
【０１１５】
　なお、本実施の形態においては、WAKEとChallengeの２つの要求信号、及び、各要求信
号に対応する（すなわち、各要求信号に応答して送信する）ACKとResponseの２つの応答
信号を採用して説明したが、本発明これに限定されるものではない。３つ以上の要求信号
と、各要求信号に対応する３つ以上の応答信号とを採用することもできる。例えば、車両
側ユニットは、要求信号として、WAKE、ビークルコード、キーコード、Challengeを採用
してもよい。この場合、携帯機２００は、WAKEに応答してACKを送信し、受信したビーク
ルコードが携帯機２００の記憶部２４０に記憶されているビークルコードと一致した場合
にACKを送信し、受信したキーコードが携帯機２００の記憶部２４０に記憶されているキ
ーコードと一致した場合にACKを送信し、Challengeに応答してResponseを送信する。
【０１１６】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に何
ら制限されることはなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において（すなわち、本発明の
技術的範囲に属する限り）、種々の変形が可能である。
【符号の説明】
【０１１７】
　１０１　車室外送信機、１０２　車室内送信機、１０３　受信機、１０４　タッチセン
サー、１０５　照合ＥＣＵ、１０６　ボデーＥＣＵ、１０７　ドアロックモーター、１０
８　ロックスイッチ、１０９　ドアロックポジションセンサー、１１０　カーテシスイッ
チ、１１１　ドアミラーモーター、１１２　シートモーター、１１３　ドアミラーランプ
、１１４　エアコンＥＣＵ、１００　車両、２００　携帯機、２１０　受信部、２２０　
送信部、２３０　ＣＰＵ、２４０　記憶部
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